その 一 

渡 辺 小 左 衛門は 鳥統を ぶらさげて 冬山 をの そ/ \ と 

ぶらついて ゐる 男の こと を考 へる と、 ちょうど 蛇の 嫌 

ひな 者が 蛇 を 見た ときと 同じ 嫌悪 を 感じた。 この 男が 

鳥銃 を ぶらさげて 歩く に は 理由が あるので、 人に 怪し 

まれず 毎日 野 山 を 歩き 廻る には獵 人の 風 をす るに 限る _ 

この 男 は 最近 この 村へ 越して きて、 それ も 渡 辺 小左衛 

門 を 頼って、 彼の地 所 を 借りう けた。 名目 は 小 左衛門 

の 小作で あるが、 畑な ど は 耕さぬ。 毎日 鳥銃 を ぶら さ 

げて 諸々 方々、 天草 一円から 長 崎 島 原に わたって 歩き 



松明 を 消して 小左衛 門の 裏庭の 浜へ 上って きた。 こ、 

ならば 村の 者に は 見つからない。 あいにく 小 左 衛門は 

たった 一人 裏庭へ でゝ 神火 を 見て ゐた。 海から 上って 

くる 男に 向って 誰かと 叫ぶ と、 あ、、 あんた か、 と、 

男 はす リ 切れた やうな 声で 答へ た y けだった。 さすが 

にこの 男 も 冬の 荒れ 海の 水練に 疲労困憊して ゐ たので 

ある。 男 は 暫く 汀に うづく まって ゐ たが、 やがて 起き 

上って 腰に 巻きつけて ゐた ヂシビ リナ (鞭) を ほどく 

と、 カー ぱい 自分の 身体 を殴リ はじめた。 散々 に殴リ 

血に まみれ、 喘ぎながら 小左衛 門の 牛小屋に 迪 りつく 

と、 へ たばる やうに もぐりこんで 藁 を かぶ つ て 寝て し 



まった。 

この 男が 何のた めに この 島へ きて 小左衛 門の 地所 を 

借りた か、 だんだん 意味が 分って きた。 この 男 は、 先 

づ 一 冊の 本 を たづ さへ てきた ので ある。 この 本 は 二十 

五 年 前上津 浦に 布教して ゐたマ ヽコス とい ふ 外人 神父 

の 書き残した 予言 書で、 マヽコ スは之 を 残して 追放 さ 

れ たと 言 ふので あるが、 五々 の 年、 日 域に 善 童が 現れ 

るで あらう、 善 童 は 習 はざる 諸道に 通達して ゐる、 東 

西の 空が 焼け、 枯木に 花が 咲き、 天地 震動し、 そのと 

き 人々 が クルス (十字架) を か、 V げて野 山 を はせ めぐ 

キリシタン 

り 切支丹の 世と なる であらう、 とい ふ 意味の ことが 書 



イナ を 見た この 男の 眼 は、 幸福 又は 平和に 対する 敵意 

であった。 野卑 や 好色の 翳がない の は、 その 魂が 破壊 

とい ふ 最後の 崖し か 見つめる ことが なくなって ゐる証 

拠であった。 

きん つば 

男の 名 は 金 鍔 次 兵衛の 通り名で 日本 全土に 知られて 

ゐ たが、 その 本名 は 誰も 知らない。 大 村の 生れで、 父 

は レオ 落 合 小左衛 門、 母 は クラ、、 貧乏な 武士で、 両 

親 共に 殉教者で あつたと いふが、 彼 は 少年 時代から 有 

ョ— n ッパ 

馬の 神学校で 育ち、 欧羅巴 人と 同じぐ らゐ ラテン語 を 

達者に 話した。 一六 ニニ 年、 宗教 的 地位 を 得る ために 

マ ニラに 渡り、 一 一三 年 十 一 月 一 一十 六日 管区 長 フライ - 



アロンゾ. メンチ エダ 神父に よって 修道 服 を 受け、 ド 

ン • フライ • ペトロ • デ • ァ ルセに よ つて 司祭に 補せ 

られ た。 教会に 残る 彼の 名 は フライ • トマス. デ • サ 

ン • ァ ゥグス チノ 神父と いふ。 日本 潜入 を 願 ひで、、 

一六 三 〇 年 二月 二日 乗船、 マリベレス 島で 難船した が 

助かり、 日本 逆 潜入に 成功した。 

当時 ァゥ グス チノ 会の 代理 管区 長グ チェ レス は大村 

じゅろう うねめ 

に 入牢 中であった から、 次 兵 衛は長 崎 奉行 竹中采 女の 

ちゅうげん 

別当の 中間に 住 込んで 牢 舎に 通 ひ、 グ チェ レスの 指 

図 を 受けて 伝道に 奔走した が、 彼の 名が 知れ渡りお 尋 

者に なりながら、 当の 長 崎 奉行の 別当の 中間に 身 を や 



の 旗本の 手引で 江戸 城の 大奥へまで 乗 込んで 小姓の 間 

を 伝道して 歩いて ゐ たが、 江戸の 生活が 約 二 年、 露顕 

の 気配が 近づ くと 風の 如くに 飄然 長 崎 へ 舞 ひ 戻って き 

た。 

彼 は 危急の 迫る たびに 刀の 鰐に 手 を 当て ゝ 祈念す る 

ので、 刀の 鍔に 切支丹 妖術の 鍵が 秘められて ゐ るの だ 

らうと 取沙汰 せられて、 金 鰐 次兵衛 (又は 次 太夫) の 

渾名と なった が、 多分 彼の 刀の 鍔に 十字架が はめこま 

れてゐ たので あらう と 今日 想像 せられて ゐる。 刀の 鍔 

に 十字架 を 用 ひた 例 は 切支丹 遺物の 中に も 現存して ゐ 

る。 カトリック 教徒が 胸に 切る 十字 は、 あれが 多分 後 



世 忍術 使 ひの 真言 九 字の 原形で あつたに 相違ない。 切 

支 丹と 言へば パテレンの 妖術 使 ひと 一 口に 言 ふが、 真 

に 妖術 使 ひの 足跡 を 正史に と、 V めて ゐる者 は 金 鰐 次 兵 

衛の 外に はない。 

ポルトガルの 商船 はまた 長 崎に 入港した が、 乗員 達 

はも はや 上陸 を 許されず、 早晚 貿易 禁止 は 必然で、 日 

本 潜入の 神父 も 後 を 絶た うとし、 信徒と 教団の 連絡 は 

絶望的に なって ゐた。 潜入の 神父 は あらかた 刑死し、 

フェレイラ は 棄教、 残存す るの は 金 鍔 次兵衛 ぐら ゐの 

もので、 あと は 消息 も 分らない。 

その 年の 長 崎 及び その 近郊に 行 はれた 降誕 祭の ミサ 



は 無茶苦茶だった。 信徒 達 は 殺気立ち、 捕吏が 来たら 

捕へ て 殺して しま ふ 覚悟で、 各々 の 秘密 集会所で 祈り 

泣き 歌 ひ、 牛小屋 を 清めて 水 を はり、 彼ら はもう 死の 

狂躁と 遊んで ゐた。 それ は 神父 金 鰐 次 兵衛の 指図で あ 

リ、 絶望と 破壊の 遊戯 は 彼の 姿の 影であった。 逃亡 潜 

伏に 熟達した 次兵衛 はとに かく、 信徒 達の 狂躁が 捕吏 

に 分らぬ il はない。 彼に よって 修道 服 を 受けた 数人 を 

始め 七 百 名 余りの 信徒 達が 一 網打尽 となり、 刑場に 送 

られて 焼き殺されて しまったが、 次兵衛 のみ は 風で あ 

つた。 彼 は 天草へ 舞 ひ 戻り、 鳥銃 を ぶらさげて 冬山の 

雑木林 をぶ らく 歩いて ゐ たので ある。 



みんな 気 違 ひに ならう として ゐる。 あ、 レシ イナお 前 

まで、 お前 はま さか 弟の 四郎が 天人 だと 思 ふ 害 はない 

だら う。 い、 え、 と レシ イナ は 答へ た。 気の毒な 農民 

達 は 畑の 物 を 根 こそぎ 税に 納めねば ならず、 食べる 物 

も ありませ ぬ。 ゼスヽ 様の 御名 を唱 へても 殺されます _ 

世の中が このま、 の やうで 宜しい 害 は ございませぬ。 

あ、、 小 左 衛門は 絶望した。 だが、 何とい ふ 女で あら 

うか。 彼 は 異様に 新鮮な 色情す らも 見た のであった。 

全てが 分ら なくなつ てきた。 神と は 何者で あるか。 四 

郎は 何者で あるか。 そして レシ イナよ、 お前まで 俺の 

分らぬ ところへ 飛び立って しま ひさうな 気がする。 



当然 王侯た るべき 人で は あるが、 世を危 くす る 気質 ま 

で 蔵して ゐる、 と 予言した。 ニ官 は四郎 先生と よんで 

自慢の あまり 過当に 四郎を 代理に 立て ゝ 一 人前に 振舞 

はせ て 喜び ま はって ゐ たので あつたが、 応対の 礼儀な 

どで も 大人 以上の 落 付と 余裕が あつたし、 思慮 分別に 

も 富んで ゐた。 四周に た、 V 賞讃 の 言葉 だ けし か 聞き 知 

る ことのなかった 四郎 は、 何が 賞讃の 要件で あるか、 

更に 賞讃 せられる ために 如何にすべき か、 本能 的に 会 

得して をり、 常に 効果 を 測定して ゐた。 けれども 彼 は 

十三で あり、 そして あらゆる 少年よりも 更に 空想的な 

少年だった。 彼 は 自在の 力 を 信じ、 自己の 万能 を 空想 



の ニ官の 店へ 迪 りついた ところであった。 

逃亡と 潜伏、 死の 戯れの 半生に 次 兵 衛の魂 は 孤 絶し 

たが、 孤 絶せ る 魂に は 死生 も 亦た ^ 退屈に すぎず、 魂 

の 結び目 をと く 何物 もなかった けれども、 た y 人間の 

肉体、 容貌の 美と いふ ことが 異常な 刺戟になる ので あ 

つた。 彼 は 九ッの そして 十の ヒェ ロニ モの 目覚める や 

うな 可憐 さ を 忘れる il はなかった が、 今 眼前に 再会し 

た 十三の ヒェ ロニ モは 処女よりも 清く 美姫よりも なま 

めかし く、 そして 全ての 効果 を 意識した 利 巧 さが 娼婦 

の 本能で ある こと を どうして 次 兵衛が 見逃さう。 彼 は 

美なる 肉体の 獵犬 であり、 悪魔の 臭覚 を もって ゐた。 



彼の 魂は昏 酔し、 恍惚と して 肉体の 上 を 遊楽した。 孤 

絶せ る 魂に 恋 はない。 毒 血の 麻薬 的な 明滅だった が、 

, J の 少年 を 自己 の 運命 の 圏外 へ 手放す ことに 異常な 恐 

怖に 襲 はれた。 

四郎 はか ゝる 不自由な 身動き、 否、 全然 予期せ ざる 

身動きが 自然に 流れで ゝ行 くこと を 曾て 記憶に と、 V め 

てゐ なかった。 それ は 娼婦が その 正体 を 見抜いた 人に 

接した 時に 自然に 動く 媚態で あると いふ ことに 気付く 

害はなかった が、 彼 はいくら か 困惑し、 意識の 底で は 

訝しげ に 眉 を ひそめて みるので あつたが、 その 顔色 は 

益々 冴える ばかりであった。 彼 は 次 兵衛が 怖かった。 



そして 次 兵衛に 傾倒した。 

翌朝、 次兵衛 はま だ 夜の 明けぬ うちに 目が 覚めた。 

朝 ごとに 訪れる 怒りと 悔恨が、 その 日 は 特別 ひど かつ 

た。 彼 は 不快な 夢を見た。 夢の 中で は 捕吏 や 役人と 談 

合し、 その 歓心 を 得る ために 卑屈に 振舞 ひ、 数々 の卑 

劣な こと をす るので あった。 この 安らかな 蒲団の 奴が、 

と 彼 は 蒲団 を はねのけて 腰の ヂシビ リナ (鞭) を握リ 

しめたが、 わけの 分らぬ 絶望の ために 放心し、 両手に 

顔を掩 ふて ゐた。 まだ 街 はねむ つて ゐ たが、 二 官の家 

では 四郎 父子の 出発の ために 立 働く 音が して ゐる。 彼 

ら はこの 蒲団 を、 そして 寝室 を、 さらに £ 大 にす るた 



てゐ る。 清い 正しい 奉教 人が その 清 さ 正し さの ために 

捕 へられて、 見よ、 あの 殉教の 丘で 何人の 人々 がその 

血 を 流し、 又、 生きながら 焼かれて 死んだ か。 私たち 

が 生きながら へ て奉教 人の 道 を 失 ふまい と 思 ふなら、 

私の やうに 野に 伏し 山に 寝て 人目 を o るか、 さもな 

ければ 聖像 を 足に ふみ 不信 を 天主 様に 詫びながら 悔恨 

の 多い 一生 を迪ら なければ なるまい。 このま、 で 良い 

とお 前 は 思 ふか。 この やうな 汚れた 世に、 あくせくと 

お金 をもう け、 そのお 金で 身の 小さな 安穏 を はかり、 

それ を 孝養 だの 慈善 だのと 呼ぶ ことが 怖し いと は 思 は 

ぬか。 それが 天主 様のお 心に かなう こと だとお 前は考 



へ てゐ るの かね」 

「神父 さまのお 言葉の 意味が 良く 分り ませぬ。 教 へて 

下さい ませ。 私 はどう すれば よろしい のです か。 私 は 

間違 ひ を 改めます。 天主 様のお 心に かな ひ、 神父 さま 

のお 心に かなう 正しい 道が あるならば、 私 は 必ず その 

道 を 歩きます」 

「よし、 よし。 た、 V、 それだけで 良い の だ。 お前 は 安 

心して 江戸へ 行って くるが 良い。 商 ひ をして くるが よ 

い。 だが、 ヒェ ロニ モょ。 私の 言葉、 天主 様のお 心に 

かなう 正しい 道が た V 一 つ あると いふ こと を 忘れるな _ 

やがて その 道が お前の 眼前に ひらかれて くる だら う。 



それ はな、 世の中が このま、 であって はならぬ とい ふ 

こと だ。 旅に でゝ、 異教徒 どもの 世の中、 奉教 人の 許 

されぬ 世の中が、 どの やうな 汚れに みちみちて ゐ るか、 

良く 見て くるが よい。 世の中が このま、 であって はな 

ら ぬと いふ 御主の 声が お前の 耳に ひ、 V くで あらう。 そ 

の 日 その 時 を 忘れるな。 そして それから お前が 何を考 

へる か、 お前の 口から きく 日まで、 私 は そなたの 旅の 

帰り を 何よりの 楽しみに 待ち かねて ゐ よう。 さァ、 

人々 が 待って ゐる。 お前 はで かけて 来る がよ い」 

次 兵 衛の胸 ははれ てゐ た。 彼 は 美しい 少年 を 見て ゐ 

るう ち は 安心し きって ゐられ たし、 やがて は 彼の もと 



に 戻り、 同じ 運命 を迪 るで あらう とい ふこと を 信じる 

こと もで きる の だ。 夜明けの 冷めた さが 彼の 壮烈な 活 

動力 を 気持よ くな で、 ゐた。 すると もはや 彼 は 瞬時 も 

と、 V まりが たい 活気の ために 幸福で いっぱいだった。 

この 町、 あの 村に 残して 行った 信徒た ち。 もし 彼らが 

殉教 をまぬ かれて 生きて ゐ たら、 苦しみ を 分ち、 新し 

い 勇気 を 与へ るた めに、 次 兵衛は 希望の 豊か さに 満足 

した。 彼の 三十 四の 肉体 は 流浪の 生活に 衰へを 見せぬ 

ばかり か、 その 感情 は 二十の 若さから 全く 老けて ゐな 

かった。 あ、、 二 年ぶりで 見るな つかしい 港、 四郎に 

別れて 丘の 藪 を かきわけながら、 口笛 を 吹き、 枯れ そ 



めた 木々 に 呼びかけて ゐた。 金 鍔 次兵衛 神父 様の 御 帰 

還 だ。 さァ、 新しい 闘争が、 この 丘で、 また、 始まる 

ぜ。 忘れ 得ぬ 捕吏の 顔まで、 友達の やうに 思 はれる の 

だ。 

一年の 歳月が 流れ、 再び 秋が 訪れて、 商品 を 売りつ 

くした 四郎 父子 はやう やく 帰途に ついて ゐた。 

異郷の 空で 日毎に 見知らぬ 顧客に 対して、 歓心 を ひ 

き、 計算し、 秘密な 心理の 勝敗 を 意識し つ、 V けた 四郎 

は、 急速に 特異な 発育 をつ > け てゐ た。 医者が 患者 を 

見る ときの 物質的な 冷めた さが、 人に 対する 彼の 心の 

底面 積に なって ゐた。 それが 全て 人々 の賞讃 から 得た 



果実で あり、 人の 世の 平凡、 常識、 低俗に、 虚無的な 

退屈 を 負 ふた。 すでに 彼 は 十四に して 断崖に 孤 絶し、 

足 もとの 奈落 を 冷然と 見て、 遠い ふるさとに 呼びかけ 

てゐ た。 絶対の 王者。 呼べば すでに 答へ がき こえる。 

彼は聖 処女の 山師であった。 

彼ら は大 垣の 宿 をで ゝ、 南 宫山を 眺めながら 関ヶ原 

を 歩いて ゐた。 た、 V この 古戦場 を 見る ために 帰りの 旅 

に 陸路 を 選んだ 甚兵衛 は 感無量であった。 小 西 行 長の 

ゆうひつ 

祐筆の 家に 生れた 彼 は 幼少の ため 関ヶ原の 合戦に 参加 

せず、 故郷の 宇 土で 主家の 没落 を迎 へた。 出発 前に 軍 

記 を あさ つ て 関ヶ原の 地形 だけ は 心に 控えた 甚兵衛 だ 



つたが、 似た 山ば かりで、 どれが 主家の 陣地 を 構へ た 

天 満山 やら、 それすら もし かと 分らない。 た > 伊吹山 

は 静寂な 姿 を 横へ、 敗残の 身 を 山中に さまよ ふ ドン - 

ァゴス チノ 行 長 を 思へば 千 丈の 嗟嘆 あるの み、 踏む 足 

毎に はらからの 白骨に 当る 思 ひであった。 

「この 草 も、 木 も、 屍に 生えた ものなん だな。 四郎 よ。 

と .？ 

強者 共の 鯨波の 声、 馬蹄の ひ、 V き、 剣の 触れ合 ふ 音 ま 

でが、 きこえる やうな 気がする わい。 思へば 無念な こ 

とだ。 ドン • ァゴス チノ 様が お勝ちに なって ゐ たなら 

ばな」 

「さう すれば、 三ッの ルシャ も、 四ッの マキ ゼン シャ 



まゝ長 崎の ニ官の 店へ 去った 四 郎が六 年ぶりで ふるさ 

とへ 戻リ、 その 聡明な 商法に よって 巨大な 富 を 得て き 

たとい ふ 風聞 は 島民た ちの 人気 を わきた、 せた。 けれ 

しゃくし やく 

ども、 実際に 四郎の 美貌 ゃ綽 々 たる 態度に 接した 

人々 は、 風聞の 上に 確信 を 添へ て、 無い ことまで も 誇 

大に 断言す るので あった。 そして、 四郎の 顔が サン 

タ • マリヤに 似て ゐ ると 気付いた ときには、 四 郎の通 

る 道ば たに 土下座して 拝む こと を誇リ とする 女達まで 

現れて ゐた。 

サン タ . マリヤ。 それ は 日本の 切支丹の ふるさとで 

あった。 切支丹の 荒武者 達 は 胸に マリヤの 絵姿 を 秘め 



て 戦場 を 走って ゐ たし、 ミサの 讃美歌に 恍惚と 泣く 大 

衆 達 は マリヤの 顔に 更に 愁ひを 清める の だ。 それ は 永 

遠の あこがれであった。 維新の 折、 キリスト教が 復活 

して 長 崎の 大 浦に 天主 堂が 許された とき、 三百 年の 潜 

伏 信仰 をつ > け てきた 浦 上の 信徒 達が ひそかに 教会 を 

訪れて、 プチ ジ ヤン 神父に 最初に 尋ねた 言葉 は 「サン 

タ • マリヤ 様 は どこ？」 とい ふ 問 ひで あつたと 記録せ 

ら れてゐ る。 神父が 彼等 を マリヤの 像の 前へ 案内す る 

と、 さう、 ほんとうに サン タ • マリヤ 様、 御 腕に ゼス 

ス様を 抱いて ゐ らっしゃる、 と 叫んで 跪いて しまった 

とい ふ。 彼らの 祈りの 対象 は マリヤ 観音で あり、 それ 



願望と 余りに も 同じ ことが 起った ので、 重い 地底に ど 

ろくした 彼の 陰鬱な 毒 血の 中から 眠り かけて ゐた希 

望 や 諧謔 的な キヤ プ リスまで 身 を 起して きた。 

まだ 長 崎の 港に は、 ともかく ポルトガル 商船が 入港 

だけ は 許されて をり、 マカオ や マニラの 教団と 彼ら を 

結ぶ かすかな 糸が ともかく 残って ゐ るので あった。 こ 

の 船 も早晚 入港 を 禁止せられ るに 相違ない。 時 は 今。 

そして、 それが、 最後の そして 唯一 の 時機 だ。 サン タ- 

マリ ャに 似た 四郎の 美貌 を 利用して 天草 全島の 信徒 達 

を 煽動す る、 一 方 長 崎と 島 原 半島の 信徒 達に 働き かけ 

て 同時に 反乱 を 起すなら、 九州 各地の 切支丹 武士が 合 



さな 然し 逞しい 彼の 身体 は 疲れ を 知らない 弾力性の 鞠 

であった が、 彼の 孤独な 魂 は、 然し、 時々、 わけの 分 

らぬ 発作の ために 悶絶した。 何者に 向ける か 分らない 

不思議な 憎しみが 起る のだった。 あらゆる 者 を 憎んで 

ゐた。 そして、 自らの 魂す らも 憎しみに よって 刺殺し 

た。 劇烈な 疲れが 涯の 知れない 遠い 厚さで 四辺 をと つ 

ぶり 包んで ゐた。 

彼 は レシ イナ を 思 ひだし、 そして、 その 名 を 呼んで 

ゐた。 ふと 気がついて 飛び 上る ほど 混乱した が、 彼の 

魂 は 血に 飢えた。 彼 は 渡 辺 小 左 衛門を 本能 的に 憎悪し 

た。 果して それ は 恋であった か？ 彼 はた、 V レシ イナ 



の 肉体 を 想像し、 それが ある 人の 自由の ま、 である こ 

とを考 へる と、 気が 遠くな リ、 彼の 感官 は 分離して、 

四方八方の 予期せ ざる 箇所に 苦痛な 不安が は ^ たくの 

だった。 彼 は ひどく ボン ャリ し、 呻き 声 を だすので あ 

つた。 みんな 死ぬ、 みんな 死ぬ、 彼の 重い 魂が 眩いて 

ゐた。 

その 眩き の 声が 渡 辺 小左衛 門の 耳に きこえて くるの 

であった。 あの 男 は あらゆる 平和な 人々 を みんな 殺し 

てし まふの だ。 間違 ひもな くそれ を 彼が 直覚して ゐ た。 

野 も 山 も、 人 も 木 も、 静かな 小さな 島よ。 どうなる の 

だら う。 神と は问 者で あるか。 そして、 四郎は 神の 子 
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